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Abstract 

In 2012－2013 season, norovirus (NV) infections remarkably increased in Japan including Osaka City. 

From the genotyping of NV strains in Osaka City, between April 2012 and March 2013, GII.4 genotype 

strains were detected in 89.0% of NV-positive outbreaks. Furthermore, these GII.4 strains were classified 

into three subtypes (Den_Haag_2006b, New_Orleans_2009, and Sydney_2012). GII.4 Sydney_2012 was 

predominant in 2012－2013 season and genetically different from past epidemic GII.4 strains. 
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Ⅰ 緒言 

ノロウイルス（NV）は、乳幼児から高齢者まで幅広い

年齢層のヒトに感染し、急性胃腸炎を引き起こす。NV  

胃腸炎は年間を通じて認められ、毎年秋から冬に大きく

流行している。ゲノムの遺伝子配列の解析から、ヒト  NV 

は  Genogroup I (GI)、GII  および  GIV  の  3  種類の遺伝

子グループに分類され、GI  および  GII  が毎年流行して

いる [1,2]。GI と GII には、さらに複数の遺伝子型が存在

している [3]。 

当研究所では、大阪市における  NV 流行実態を把握

するために検出された  NV 株の遺伝子型別を行い、流

行解析を実施している [4-6]。最近では、GII.4 型に分類

される NV が世界的な感染拡大と流行を周期的に起こし

ていることが明らかにされた[7]。特に 2006 年秋から2007 

年冬には、GII.4 型の新しい変異株（Den_Haag_2006b）

が世界的に大きく流行し、大阪市を含めて日本におい

ても記録的な大流行となった[6,8,9]。 

2012 年 11 月から  12 月の期間に大阪市において  NV

による胃腸炎事例が多発した。全国的にも同様であり、

2012－2013 シーズンはNVが大きく流行したシーズンと

なった。今回、2012－2013 シーズンに大阪市で検出さ

れた NV 株について分子疫学的解析を実施した。 

Ⅱ 材料と方法 

1) 検査材料 

2012 年 4 月～2013 年 3 月までの期間に大阪市立環

境科学研究所に搬入された非細菌性胃腸炎  166  事例

（患者糞便 650 検体）を対象とした。 

 

2) NVの検出および遺伝子型別 

糞便材料の処理は既報の方法に準じて行った[10]。

ウイルス  RNA の抽出は  QIAamp Viral RNA Mini kit 

（QIAGEN）を用いて QIAcube （QIAGEN）で行った。NV

遺伝子の検出は、リアルタイムRT-PCR法を用いて  ABI 

PRISM7700 （Life Technologies）で行った [5, 11]。 

リアルタイム RT-PCR 法で陽性となった検体は、既報

[12]のプライマーペアを用いて、GeneAmp PCR システ

ム  9700 (Life Technologies)で  Capsid N/S  領域の遺

伝子を増幅した。特異的遺伝子断片の増幅が認め

られた検体は、ダイレクトシーケンス法により、Applied 

Biosysytems 3130 ジェネティックアナライザ  (Life 

Technologies) を用いて、塩基配列を決定した。NV の遺

伝子型別は、既報[5, 8]に従って分類し、遺伝子型番

号は  Kageyamaら[3]に従った。検出された  GII.4型NV 

の亜型は、Norovirus Genotyping Tool Version 1.0 

報 文 

 

 

 

 
大阪市立環境科学研究所 

〒543-0026 大阪市天王寺区東上町 8-34 

Osaka City Inst i tu te  o f  Pub l ic  Hea l th  and Envi ronmenta l  Sc iences  

8-34 Tojo-cho, Tennoji-ku, Osaka 543-0026, Japan 

 



2012－2013シーズンに大阪市で認められたノロウイルス流行 

-19- 

(http://www.rivm.nl/mpf/norovirus/typingtool#/)を用

いて分類した。 

Ⅲ 結果 

NV は、166 事例中  118 事例（71.1%）、患者糞便材料 

650 検体中  377 検体（58.0%）から検出された。9 月から

翌年 8 月までの期間を1シーズンとして  NV 事例発生数

を比較したところ、2012－2013シーズン（2012 年 9 月～

2013 年 3 月）の発生数は 107 事例であり、過去最多であ

った（図1）。NV  が検出された胃腸炎事例の発生は   9 

月を除くすべての月で認められた（図2）。2012－2013 

シーズンの NV 流行は、10月から始まり、11月（51事例）

および 12月（22事例）に集中していた。NV 陽性事例の

うち、ヒトからヒトへ感染が疑われた（PP）事例は、少なく

とも  94 事例（79.7%）認められ、主な原因施設は保育園、

小学校、高齢者施設、社会福祉施設などであった。カ

キなどの二枚貝以外の食品が原因であった事例は  12 

事例（10.2%）であった。二枚貝の喫食が関連していた

事例は 4 事例（3.4%）であった。 

検出された  NV の遺伝子型は、少なくとも  7 種類（GI: 

2 種類、GII:  5種類）認められた。GII.4  型が最も多く、

複数の遺伝子型が検出された  3 事例を含めて合計

105 事例（89.0%）であった（表1）。さらに GII.4 型  NV 株

は、3 種類の亜型（Den_Haag_2006b、New_Orleans_2009、

Sydney_2012）に分類され、95 事例（90.5%）から検出さ

れた  GII.4 Sydney_2012 が最も多かった（表2）。Capsid 

N/S 領域の塩基配列（338塩基）の比較から、大阪市

で検出された  GII.4 Sydney_2012  株は、98.8% 以上の

 

図１  シーズン別ノロウイルス陽性事例数 

 

 

図２ 月別ノロウイルス陽性事例数 
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相同性があり、非常に近縁であった。本株による事例

は  2012 年  11 月に急増し（45事例）、12 月以降に発生

した GII.4 型 NV 事例のすべてが Sydney_2012  であった

（図2）。また、GII.4 Sydney_2012  陽性事例は  PP 事例

が  75 事例（78.9%）と多く、2012年10月～11月の期間

には保育所（62.5%）で主に発生していたが（図3A）、

2012 年  12 月以降は成人が関連している高齢者施設

（42.2%）や社会福祉施設（11.1%）などでの発生が多く

なった（図3B）。 

Ⅳ 考察 

2012年大阪府の定点あたりの感染性胃腸炎患者数

は第42週から第46週にかけて急増しており、第51週ま

で定点あたりの患者報告数が10を超えていた(http://

www.iph.pref.osaka.jp/infection/noro/noro.html#head3)。

この第46週までの患者発生状況は、ノロウイルスが大

流行した 2006 年の患者発生状況とほぼ同じであった。

全国的にも第49週をピークとした患者発生状況は  2006

年に次ぐものであった（http://www.nih.go.jp/niid/ja

/idwr-dl.html）。厚生労働省の全国食中毒統計（http:

//www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/04.html）から、

2012  年の病因物質別食中毒発生件数において、NV  

は 416 事例であり、2006年の  499事例に次いで多い報

告数であった。病原微生物検出情報・NV 検出速報（20

13年5月9日現在報告数）（http://www.nih.go.jp/niid

/ja/iasr-noro.html）によると、2012－2013  シーズンは

感染性胃腸炎患者および集団胃腸炎事例から検出さ

れたウイルスの中で  NV の報告数が最も多く、報告され

た遺伝子型の中では  GII.4  型が最も多かった。以上の

ことから、2012－2013  シーズンは大阪市だけでなく全

国的に  GII.4  型 NV  が大きく流行したシーズンであった

といえる。さらに今回の調査結果および田村らの報告

[13]から、本シーズンに日本で流行していた主な  GII.4 

型 NV は、遺伝的に非常に近縁であり、過去の  GII.4 流

行株とは異なる新しい亜型（GII.4 Sydney_2012）であっ

たことが明らかになった。 

GII.4 型  NV は、これまで遺伝子の変異を起こしなが

ら世界的に流行してきたことが報告されている [7]。

2012－2013シーズンに大阪市で検出されたGII.4 

Sydney_2012 株は、日本の他の地域だけでなく、オース

トラリア、アメリカ、ヨーロッパなど世界の多くの国々から

検出されており [14]、過去の GII.4 変異株と同様に、同

表２ 大阪市で検出された GII.4型ノロウイルス株の亜型 

    （2012年 4月～2013年 3月） 

GII.4亜型 事例数（%） 

Sydney_2012 95 （90.5） 

Den_Haag_2006b 8 （7.6） 

New_Orleans_2009 2 （1.9） 

合 計 105 

 

表１ 大阪市で検出されたノロウイルスの遺伝子型 

（2012年 4月～2013年 3月） 

Genogroup 遺伝子型 事例数 

GI GI.4 2 

 GI.6  1 

   

GII GII.2 3 

 GII.4 102 

 GII.6 4 

 GII.12  1 

 GII.13  1 

 GII.NA *  1 

   

Mix ** GI.6/GII.4  3 

 合 計 118 

*: NA, not assigned 

**: 複数の遺伝子型が検出された事例 

 

図３ GII.4 Sydney_2012が検出された事例の 
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時期に世界中で流行していたと考えられた。また、2011

年に上海（9月）[15]、イタリア（11月）[16]、バングラデシ

ュ（12月）[17]において、散発性胃腸炎患者から検出さ

れており、2011 年 9 月～12 月には GII.4 Sydney_2012 株

が世界各地に存在していたことが判明している。 

大阪市において本流行株による集団事例が初めて

確認されたのは  2012年  1月であり[13]、北海道におい

ても  1月に確認されていることから[13]、本流行株の日

本への侵入時期は  2012年  1月以前であったと考えら

れた。その後、日本の各地域で散発的に発生が認め

られ、10月に入ってから検出地域が急増した[13]。大

阪市における本流行株の事例発生は、2012 年  1月に

社会福祉施設で最初に認められ、4月および   8月に  1 

事例ずつ保育所で認められた。事例が急増した10月

から11月は主に保育所での発生が続き、その後は高

齢者施設や社会福祉施設など成人の関連した施設

へと変わっていった。これは、本流行株の感染年齢層

が、乳幼児から高齢者へと時間と共に変化したことを

示している。 

今回流行した GII.4 Sydney_2012 株は、NV の Capsid

タンパクをコードする Open reading frame 2 に存在する

可変領域アミノ酸配列の比較から、エピトープにおける

アミノ酸変異が確認されている [13,14]。これは、本流行

株の抗原性が変異していることを示唆しており、大きく

流行した原因の一つであると考えられた。今のところ、

本流行株の感染が全国や世界中に拡大した経路や要

因などは明らかにされておらず、今後のより詳細な調

査・解析が必要である。また、当研究所で実施している

NV 株の遺伝子型別と、その結果に基づいた詳細な遺

伝子解析は、NV 流行状況の把握に非常に有用であっ

た。大阪市における  NV 胃腸炎事例の発生は依然とし

て多く、継続した流行の監視と遺伝子型別による解析

が必要であると考えられた。 

Ⅴ まとめ 

・2012－2013シーズンは、大阪市だけでなく全国的に

GII.4型NVの大きな流行が認められ、特に2012年11

月～12月の期間に NV 胃腸炎事例の発生が集中して

いた。 

・大阪市および他の地域で主に流行していた GII.4 株は、

遺伝的に非常に近縁であった。また、過去に報告され

ていた  GII. 4型  NV 流行株とは異なる新しい亜型に分

類された。 

・検出された NV 株の遺伝子型別および遺伝子解析は、

NV 流行の解析に有用であった。 
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